
演習問題の背景　　　　　　（山田）
 

[数研出版  4プロセス数学Ｂ 問題97]
 

は自然数とする。自然数，を用いて， 
    と表されることを，

数学的帰納法によって証明せよ。（解答略）

実験


    　　　　







    　　



 …


   　



 …　


    　　




 …

解説

ペル方程式　    …①　　の最小解を       　とする。


  

 

        


     

     

ここで　


         　とすれば 

         より

         


  

 

よって　       　も①の解で、順次 の近似になる。

なお、上記の実験では

       　       　       　       

と、は  で変化するが、その場合、


  

  


    
　より

 

 



  



  



 


  


　




  　として　   



   



　これは　法と一致する。

実際、  とすると      …











… 　

 の場合も同様で、 
           　から得られる  の漸化式は

法　   


   



　と一致する。

 



「ヘイスティングズの戦い」の問題                                      山田 

「問題 ：かつてのイングランド王ハロルド 2世の軍は古来からの慣わしで、同じ大きさの 13 個の正方

形をなすように編成されていた。その後ハロルド 2 世自身が『ヘイスティングズの戦い』の戦場に現れ

ると、兵士たちはその王を頂点に一つの巨大な正方形をなして突撃したという。 

では、ハロルド 2世の軍は何人だったのだろうか。」 

「私はこの問題を、ノイキルヒの『代数的整数論』（非常に有名な整数論の教科書）で知りました。この

本の演習問題の一つとして上の内容が載っているのですが、普通の数学の問題が並ぶ中、明らかにこれ

だけ異様なオーラを放っています(笑)。というのも、この本の原文にはもっとメッセージ性の強い語調

で上の問題が記されています。今回、私は皆さんに伝わりやすいように多少文章を簡単にしていますが、

なかなか数学の問題に個人の感情をのせることはないと思うので是非興味のある方は調べてみてくださ

い」。（以上、「ラスクの Mathematics for Everyone！(https://mathforeveryone.hatenablog.com) 」から

抜粋 

 

……ペル方程式の文章問題がどこかにないか探していたら、上記の記述があった。 

とても気になったので探したところ、ノイキルヒ『代数的整数論』の原書の全ページがネット公開されて

おり、問題の箇所を見つけた。以下の通り。 

Jiirgen Neukirch  “Algebraic Number Theory” P44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…… 以下の解答は同じ「ラスクの Mathematics for Everyone！」から抜粋。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

……この問題の紹介が、以下の”MATH’S FUN”というサイトにも載っていた。有名なサム・ロイドの名

前を冠した問題になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


